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第
四
十
七
回
新
宮
町

商
工
会
通
常
総
会

５
月
２３
日

（金
）
、
商
工
会
館
大
会
議
室
に

て
、
第
４７
回
通
常
総
会
を
開
催

（会
員
総
数

５
１
１
名
、
本
人
出
席
７２
名
、
代
理
人
出
席

２
３
２
名
）
致
し
ま
し
た
。

平
成
１９
年
度
の
事
業
報
告

。
収
支
決
算
書

・

貸
借
対
照
表
並
び
に
財
産
目
録
承
認
の
件

（監
査
報
告
）
、
そ
の
後
、
平
成
２０
年
度
の
事

業
計
画

（案
Ｙ

予
算

（案
）
を
決
定
。
今

年
度
は
定
款

・
規
約
の

一
部
改
正
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
健
康
上
の
理
由
か
ら
理
事
で

あ
る
山
川
氏
辞
任
に
伴
い
補
欠
選
任
も
諮
ら

れ
、
新
し
く
岩
下
文
孝
氏
が
後
任
と
し
て
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
も
皆
様
の
協
力
に
よ
り
全
て
の
議
題

で
承
認
を
頂
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
役
職
員

一
同
、
会
員
の
皆
様
、
町
内
事
業
者
の
皆
様

の
発
展
の
為
に
頑
張

っ
て
い
き
ま
す
。

一 挨拶する藤田会長 一

総
会
の
席
で
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、

次
の
通
り
で
す
。
　
　
―

敬
称
略

―

○
全
国
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

協
和
タ
ク
シ
ー
い
　
　
　
　
土
屋
　
孝
志

○
福
岡
県
商
工
会
連
合
会
長
表
彰

福
東
建
設
い
　
　
　
　
　
　
山石
下
　
生思
次

八
女
茶
の
高
木
園
　
　
　
　
阿
部
む
つ
子

○
新
宮
町
商
工
会
長
表
彰

船
ベ
ス
ト
サ
プ
ラ
イ
　
　
　
田
中

閉
グ
ラ
ン
ド
ア
ー
ス
　
　
　
合
屋

帥
明
光
商
会
　
　
　
　
　
　
渡

第

一
施
設
工
業
爾
　
　
　
　
志
岐

欄
ニ
ッ
コ
ー
福
岡
営
業
所
　
橋
本

的

Ｓ

　

Ｇ

Ａ

Ｒ

Ｅ

Ｇ

Ｅ

　

　

土
寸
島

い
九
州
フ
ジ
パ
ン
　
　
　
　
｛呂
本

リ
フ
ォ
ー
ム
カ
ケ
ツ
ギ
横
大
路

杉
岡
さ
お
り

関
平
山
産
業
建
設
　
　
　
　
井
手
　
二貝
弘

０
め
ぐ
み
鶏
卵
　
　
　
　
　
一局
村
美
重
子

靖
久

武
彦

勝
仁

友
繁

義
人

幹
二十蚤

一 新庵原事務局長 一

― 受賞者の皆さん 一

新
人
職
買
紹
介

梅

雨
も

明

け
、

ま
た
暑

い
暑

い
季

節
が
や

っ
て
ま

い

り
ま
し
た
。
こ
の

度
、
７
月
１
日
松

崎
事
務
局
長
の
後

任
と
し
て
、
当
商

工
会
の
方
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
庵
原
伸

一
で

す
。
住
ま
い
は
緑
ケ
浜
地
区
で
妻
、
母
、
娘
の

４
人
家
族
で
す
。
今
年
の
３
月
末
に
新
宮
町
役

場
を
退
職
し
、
新
宮
町
シ
エ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
に
所
属
し
、
団
塊
世
代
の
皆
様
と
楽
し
く
体

力
づ
く
り
を
し
て
お
り
ま
す
。
い
ま
や
国
内
外

を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
、
原
油
高
、
小
麦
の

不
作
や
穀
物
の
バ
イ
オ
燃
料
へ
の
転
換
に
よ
り

異
常
と
も
い
え
る
物
価
高
に
商
工
業
者
の
経
営

者
は
悲
鳴
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
現
状
で
は
な
い

か
と
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

中
で
真
に
、
商
工
会
の
置
か
れ
て
い
る
立
場
は

勿
論
、
私
の
職
務
も
非
常
に
厳
し
い
も
の
で
あ

る
と
認
識
し
、
役
員
皆
様
や
会
員
各
位
の
お
力

を
賜
り
な
が
ら
、
「
親
し
み
の
あ
る
商
工
会
」

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。

こ
の
度
新
宮
町

商
工
会

の
記
帳
専

任
職
員
と
な
り
ま

し
た
山
口
名
詩
で

す
。
未
熟

で
は
あ

り
ま
す
が
会
員
様

に
、
そ
し
て
新
宮

町
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
、
日
々
目
標
を
持

っ

て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。〈
マ
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 一 新山□記帳専任職員―

退
職
し
た
の
は

事

務

局

長
　
松
崎
　
　
寛
　
さ
ん

記
帳
専
任
職
員
　
白
川
　
順
子
　
さ
ん

※
お
疲
れ
様
で
し
た
。

立
花
山
山
開
き

４
月
１３
日

（日
）
、
立
花
山
山
開
き
が
立
花

山
観
光
協
会
主
催
で
執
り
行
わ
れ
、
商
工
会

も
観
光
協
会
に
協
力
す
る
形
で
参
加
。
六
所

宮
に
て
神
事
を
行

い
登
山
者
の
方
達
の
安
全

を
祈
願
。
山
頂
で
は
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い

ま
し
た
。
下
山
す
る
と
立
花
山
観
光
協
会
特

製

の
甘
酒
が
振
舞
わ
れ
、
来
訪
者
皆
さ
ん
大

変
喜
ば
れ
て
ま
し
た
。

一 神事の様子 ―
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青
　
年
　
部

商
工
会
員
の
皆
様
、
初
め
ま

し
て
、
商
工
会
青
年
部
員
の
武

宮
成
人
と
言
い
ま
す
。
「
は
じ
め

ま
し
て
」
と
言

っ
て
も
、
お
そ
ら
く
私
の
お
店
を

利
用
し
て
頂
い
た
方
は
多
く
い
ら

つ
し
や
る
か
と

思
い
ま
す
。
ト
ラ
イ
ア
ル
横
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン

須
川
店
を
営
ん
で
い
ま
す
。
皆
様
に
喜
ば
れ
る
よ

う
明
る
く
清
潔
で
心
地
良
い
店
舗
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
ま
す
の
で
今
後
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
最
近
の
青
年
部
活
動
の
ご
報
告
。
６
月

２９
日

（日
）
、
芦
屋
町
総
合
体
育
館
に
て
福
岡
県

青
年
部
連
合
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
前
年
ま
で
は
競
技
内
容
が

「綱
引
き
」
で
好

成
績
を
収
め
て
い
ま
し
た
の
で
、
今
年
こ
そ
は

も

っ
と
上
を
―
と
思

っ
て
い
た
ら
な
ん
と
今
回
よ

リ
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
に
変
更
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ら
ば
綱
引
き
よ

一 大会終了後、晴々とした選手たち 一

り
得
意
か
も
…
と
期
待
を
胸
に
秘
め
つ
つ

（し
か

も
Ｏ
Ｂ
の
方
の
応
援
も
あ

っ
た
の
で
）
試
合

へ
と

臨
み
ま
し
た
。

結
果
は
…
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
出
場
を
目
標

に
頑
張
り
ま
し
た
が
、
予
選
は
１
勝
３
敗
の
成
績

で
し
た
。
さ
す
が
に
ど
こ
の
青
年
部
も
ス
ポ
ー
ツ

万
能
で
、
練
習
も
し
て
い
な
か

っ
た
我
々
に
は
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

ヘ
の
道
の
り
は
険
し
か

っ
た
の

で
す
ね
。
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
他
の
青
年

部
と
親
睦
を
深
め
た
こ
と
を
今
後
の
事
業
に
活
か

し
て
い
き
た
い
で
す
。

青
年
部
に
入
る
と
い
ろ
ん
な
業
種
の
若
き
経
営
者

た
ち
と
出
会
え
ま
す
。
意
欲
の
あ
る
皆
さ
ん
、
是
非

青
年
部
へ
加
入
し
て

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
―

新
宮
町
企
業
振
興
協
議
会

第
２８
回
新
宮
町
企
業
振
興
協
議
会
総
会
を

５
月
１５
日

（本
）
父
ム
員
総
数
７６
名
、
本
人
出

席
３‐
名
、
代
理
人
出
席
２３
名
）
側
矢
野
特
殊

自
動
車
、
薄
課
長
の
司
会
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
河
野
会
長
が
病
気
療
養
中
だ

っ
た
た
め

藤
岡
副
会
長
の
挨
拶
、
続
い
て
、
西
日
本
シ

テ
イ
銀
行
新
宮
支
店
坂
田
支
店
長
を
議
長
に

選
出
し
、
平
成
１９
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収

支
決
算
承
認
の
件

（監
査
報
告
）
、
平
成
２０
年

度
事
業
計
画

（案
）
並
び
に
収
支
予
算

（案
）

決
定
の
件
と
議
事
を
進
め
松
園
副
会
長
の
閉

会
の
こ
と
ば
を
も

っ
て
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

改
め
て
会
員
の
皆
様
に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

ま
た
、
監
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
ダ
イ
ワ

テ
ッ
ク
側
の
濱
地
様
が
お
亡
く
な
り
に
な

っ

た
こ
と
に
伴
い
、
同
辰
巳
自
動
車
工
業
の
高

一 総会の様子 一

橋
様
に
今
年
度
よ
り
そ
の
役
を
引
き
受
け
て

頂
く
事
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て

御
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ま
た
、
長
き
に
渡
り
企
業
振
興
協
議
会
会

長
職
を
務
め
て
頂
き
ま
し
た
い
九
コ
ン
の
下

瀬
士
郎
様
が
平
成
２０
年
２
月
２０
日
に
お
亡
く

な
り
に
な
り
ま
し
た
。

下
瀬
様
、
濱
地
様

の
ご
冥
福
を
お
祈
り

い

た
し
ま
す
。

さ
て
、
総
会
に
先
立
ち
今
年
も
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー

マ
は

「
知

的
財
産
」
。
特
許

。
実
用
新
案
権
と

い
っ
た
、

皆
さ
ん
も
聞

い
た
こ
と
が
あ
る
言
葉

の
話
で

す
。
講
師
は
有
吉
国
際
特
許
事
務
所
の
有
吉

氏
、
出
席
者
２６
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
実
例

を
挙
げ
な
が
ら
の
進
展
で
出
席
者
か
ら
の
活

発
な
質
疑
が
飛
び
交

い
合
う
な
ど
と
て
も
内

容
の
濃

い
セ
ミ
ナ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
商
工

会
も

「
知
財
駆
け
込
み
寺
」
を
特
許
庁
と
の

連
携
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
「
い
つ
の
間
に

か
ウ
チ
の
ア
イ
デ
ア
が
よ
そ
に
盗
ま
れ
て
た

～
」
と
後
悔
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
― ― セミナーの様子 一
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女
　
性
　
部
　
　
」
Ｉ

５
月
１３
日

（火
）
、
第
３９
回

渕靱
黎
輻
咆
″
」

商
工
会
女
性
部
通
常
総
会
が

来
賓

の
ご
出
席
の
も
と
に
無
事
終
わ
る
こ
と

が
出
来
、
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
平
成
１９
年

度
事
業
報
告
決
算

の
承
認
、
平
成
２０
年
度

の

事
業
計
画

・
予
算

の
決
定

の
件
な
ど
議
案
審

議
が
終
了
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
。

国
外
で
の
原
油

の
値
上
げ
、
そ
れ
に
伴

い

国
内
で
の
ガ
ソ
リ
ン
の
値
上
げ
、
軒
並
み
に

い
ろ
ん
な
物
が
ビ

ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど
あ
が

っ

て
い
ま
す
。

「
不
況
風
に
物
価
高
」
「
円
高
で
ド
ル
安
」
。

そ
し

て
今

一
番
問
題
に
な

っ
て
お
り
ま
す

「後
期
高
齢
者
医
療
問
題
」
な
ど
、
身
に
迫
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

早
く
景
気
が
回
復
し
地
域
発
展
が
す
す
む

こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
総
会
終
了
後

の

懇
親
会
、
恒
例
に
な
り
ま
し
た
演
芸
会
と
く

じ
引
き
、
笑
顔
で
健
康
を
讃
え
な
が
ら
の
総

会
で
し
た
。

― フラダンスの様子 一

６
月
８
日

（
日
）
、
粕
屋
管
内

ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
１
市
８
町
で
新
宮
町
は

シ
エ
ア
チ
ー
ム
で
優
勝
、
県
大
会
に
出
場
し

ま
す
。
７
月
２７
日

（
日
）
か
す
や
ド
ー
ム
に

て
開
催
さ
れ
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い

致
し
ま
す
。
　

（女
性
部
長
　
大
野
美
恵
子
）

《表
紙
の
写
真
を
飾
っ
た
の
は
…
》

表
紙
を
飾

っ
た
の
は
女
性
部
の
皆
さ
ん
に

よ
る

「
か

っ
ぱ
ダ
ン
ス
」
で
す
。
女
性
部
総

会
で
披
露
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
昨
年

‐２
月
の
福
岡
県
女
性
部
連
合
会
の
壱
岐
で
の

幹
部
研
修
で
各
女
性
部
の
部
長
さ
ん
と
い
っ

た
代
表
者
た
ち
が
演
出
し
た
の
が
は
じ
ま

り
。
そ
れ
を
今
回
、
新
宮
町
女
性
部
の
皆
さ

ん
が
練
習
し
て
総
会
で
初
お
目
見
え
致
し
ま

し
た
。
あ
ま
り
に
も
好
評
だ

っ
た
の
で
５
月

２３
日
の
商
工
会
総
会
で
も
披
露
し
て
も
ら

つ

た
く
ら

い
。

芸

達

者

が

そ

ろ

っ

て

い

る

女

性

部

は

ス

ゴ

イ
で
す
ね
。

一 ひげダンスの様子 一

一 管内バレー大会 一

蜀
郡
禰
蹴
？
郡
Ｗ
が
九
伽

第
１４
回
め
が
ね
岩

マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
観
光

協
会
主
催
に
よ
り
４
月
２０
日

（日
）
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
商
工
会
も
後
援
と
し
て
青
年

部

。
女
性
部
共
に
参
加
協
力
し
ま
し
た
。
今

年
も
町
内

・
県
内
、
さ
ら
に
は
横
浜

・
佐
賀

。

熊
本
と
県
外
か
ら
も
参
加
者
が
あ
り
、
大
変

盛
況
に
て
無
事
に
終
了
。
結
果
は
次
の
通
り
。

参
加
者

　

一
周
の
部
　
１
７
６
名

（う
ち
完
走
１
６
３
名
）

二
周
の
部
　
８‐
名

（う
ち
完
走
７６
名
）

沢
山
の
ご
参
加
感
謝
し
ま
す
―

参

川

者

募

集

日
　
平
成
二
十
年
十
月
二
十
日

（月
）

所
　
福
岡
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部

和
白
ゴ
ル
フ
場

募
集
人
員
　
二
〇
〇
名

（五
十
組
）

参

加

費
　
一二
千
円

＊
プ
レ
ー
代
は
、
個
人
負
担

（
一
万

一
千
円
程
度
）
で
す
。

申
込
締
切
　
平
成
二
十
年
九
月
末
日

＊
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

新
宮
町
商
工
会

Ｆ

Ａ

Ｘ

　

９

６

２
１
４

３

５

‥

一　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
几
フ
大
会

催
　
新
宮
町
商
工
会

援
　
新
宮
町

込

。
国
館
剛
樹
〈バ
福
祉
協
豊祓
〈ム

　
・＞
．

場 期申 後 主

警］赫Ⅱ梓蘭粥‐］闘璃　　琳げ
き
よ
び
の
鋪
前
新
宮
駅

筑
前
新
宮
駅
が
開
駅
し
た
の
は
大
正
９

年
の
こ
と
。
そ
れ
か
ら
八
十
有
余
年
の
年
月

を
経
て
、
今
年
３
月
１４
日
を
も

っ
て
そ
の
名

を
下
ろ
し
、
１５
日
よ
り

「福
工
大
前
」
と
名

を
変
え
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
宮
町

民
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
は
寂
し
い
想
い
が
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
現
在
開
発
中
の
沖
田

地
区
に
出
来
る
新
駅
に
新
た
な
期
待
を
し
ま

し
よ
つヽ
。

●
この番号をビッポッパ♪

お仕事でお困りの

ことがあつたら

- 4 -

963-4567



新
規
会
員
紹
介

新
し
く
商
工
会

の
会
員
と
な

っ
て
頂

い
た

方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

九
州
エ
ン
ジ

エ
ア
リ
ン
グ
的

（大
野
城
市
）

金
属
表
面
処
理
設
備

。
排
水
処
理
設
備

ヘ
ア
サ
ロ
ン
ミ
フ
ネ

　
　
　
（古
賀
市
）

理
容
業

福
岡
ダ
イ
ハ
ツ
販
売
い
　
　
（三
代
）

自
動
車
販
売

・
整
備

新
宮
相
島
漁
業
共
同
組
合

　

（相
島
）

魚
介
類
卸

０
福
岡
市
自
動
車
学
校
　
　
（福
岡
市
東
５

自
動
車
教
習
所

い
ハ
ー
テ
ッ
ク
九
州
支
店

　

（福
岡
市
南
５

塗
装
吹
付
工
事

エ
ー
ス
フ
ィ
ー
レ
ド

販
売
・業
　
　
　
　
　
原
上
）

中
古
車
¨

リ
ア
ル
オ
ー
ト

（原
上
）

中
古
車
販
売

・
車
検
設
備

丸
丼
農
園

（原
上
）

農
園
業

陶
紫
苑

（桜
山
手
）

陶
磁
器
卸

・
小
売
業

友
池
工
業

（立
花
口
）

鉄
筋
工

い
深
田
運
送

（上
府
）

運
輸
業

松
下
石
油
興
産
い
　
　
　
　
（福
岡
市
南
区
）

石
油
販
売
業

Ｎ
ｉ

ｎ
ｏ
ｎ
ｙ
ｎ
ｏ
　

　

　

（桜
山
手
）

レ
コ
ー
ド

・
オ
ー
デ
イ
オ
製
品
販
売

植
松

（原
上
）

仕
出
し
業

（今
回
は
、
平
成
２０
年
１
月
２２
日
よ
り
６
月
１７

日
ま
で
の
期
間
で
加
入
し
て
頂

い
た
方
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。
）

★
加
入
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

経
営
革
新
取
得
し
ま
し
た

和
光
０

（読
売
新
聞
新
宮
セ
ン
タ
ー
）
さ
ん

が
商
工
会
推
薦
と
し
て
は
初
め
て

（会
員
さ

ん
で
独
自
で
承
認
さ
れ
た
方
は
い
ら
つ
し
や
る

の
で
…
）
経
営
革
新
計
画
承
認
を
受
け
ま
し

た

（「承
認
番
号
」
１
９
３
５
号
、
「承
認
日
」

２０
年
４
月
２８
日
、
「計
画
期
間
」
２０
年
３
月
～

２３
年
２
月
、
「計
画
内
容
」
新
聞
販
売
網
を
活

か
し
た
食
品
、
酒
類
の
販
売
展
開
）。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

「経
営
革
新
」
と
は
、
中
小
企
業
者
が
、
新

商
品
の
開
発
又
は
生
産
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

又
は
提
供
、
商
品
の
新
た
な
生
産
又
は
販
売

の
方
式
の
導
入
、
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
提
供
の

方
式
の
導
入
そ
の
他
の
新
た
な
事
業
活
動
と

い
っ
た

「新
た
な
取
り
組
み
」
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
経
営
の
相
当
程
度
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

今
回
、
和
光
０
さ
ん
は
新
聞
販
売
業
で
こ

れ
ま
で
培
っ
て
来
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し

食
品
や
水
の
宅
配
業
に
繋
げ
て
い
く
そ
う
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
事
業
活
動
を
期
待
し
ま
す
。

こ
れ
に
続
き
皆
さ
ん
も
ど
ん
ど
ん
チ
ヤ
レ
ン

ジ
し
ま
し
ょ
う
。
計
画
が
承
認
さ
れ
る
と
…

①
福
岡
県
中
小
企
業
経
営
革
新
促
進
補
助
金

②
政
府
系
金
融
機
関
に
よ
る
低
利
融
資
制
度

③
高
度
化
融
資
制
度

④
税
制
措
置

（設
備
投
資
減
税

・
同
族
会
社

の
留
保
金
課
税
の
停
止
措
置
）

⑤
中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
特
例

（信
用
保

証
の
特
例
）

⑥
小
規
模
企
業
者
等
設
備
導
入
資
金
助
成
法

の
特
例

（設
備
資
金
貸
付
制
度
）

⑦
小
規
模
企
業
事
業
設
備
貸
与
制
度
の
特
例

③
福
岡
県
中
小
企
業
融
資
制
度
の
経
営
革
新

支
援
資
金

⑨
特
許
関
係
料
金
減
免
制
度

⑩
販
路
開
拓
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
制
度

…

（と
い
っ
た
）
各
種
支
援
措
置
が
受
け
ら
れ

る
対
象
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（支
援
措

置
を
保
証
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

取
得
に
あ
た

っ
て
は
商

工
会
が
し

っ
か
リ
サ
ポ
ｌ
　

ｔ

卜
し
ま
す
。
詳
し
く
は
商
　
一

工
会
ま
で
。
　
　
　
　
　
　
　
〓

融

購

―
中
小
企
業
振
興
資
金
融
資
制
度
―

緊
急
経
済
対
策
資
金

セ
１
７
ア
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
認
定
者
等
経
営
の

安
定
が
必
要
で
あ
る
中
小
企
業
者
等
が
対
象

融
資
限
度
額
／
５
、０
０
０
万
円
以
内
、
融
資

利
率
／
１
・６
０
％
、
保
証
料
率
／
０
・２
５
％

～
１
・６
２
％
、
融
資
期
間
／
７
年
以
内

担
保
／
必
要
に
応
じ
徴
求
、
保
証
人
／
原
則

法
人
は
代
表
者
、
個
人
は
不
要

新
規
創
業
資
金

新
規
創
業
す
る
個
人

・
会
社

（創
業
後
１
年

未
満
を
含
む
）
が
対
象

融
資
限
度
額
／
１
、５
０
０
万
円
以
内

（自
己

資
金
の
範
囲
内
と
な
る
場
合
が
あ
り
）、
融
資

利
率
／
１
・７
０
％
、
保
証
料
率
／
１
・０
１
％

以
内
、
融
資
期
間
／
運
転
７
年

。
設
備
１０
年

以
内

担
保
／
不
要
、
保
証
人
／
原
則
、
法
人
は
代

表
者
、
個
人
は
不
要

小
回
事
業
資
金

現
に
事
業
を
営
む
小
規
模
企
業
者
が
対
象

融
資
限
度
額
／
１
、
２
５
０
万
円
以
内
、
融

資
利
率
／
１
・８
５
％
、
保
証
料
率
／
０
。３
％

～
１
・７
５
％
、
融
資
期
間
／
５
年
以
内

担
保
／
原
則
不
要
、
保
証
人
／
原
則
、
法
人

は
代
表
者
、
個
人
は
不
要

短
期
運
転
資
金

現
に
事
業
を
営
む
中
小
企
業
者
等
が
対
象

融
資
限
度
額
／
３
、０
０
０
万
円
以
内
、
融
資

利
率
／
１
・８
０
％
、
保
証
料
率
／
０
。２
５
％

～
１
・６
７
％
、
融
資
期
間
／
１
年
以
内

担
保
／
必
要
に
応
じ
徴
求
、
保
証
人
／
原
則
、

法
人
は
代
表
者
、
個
人
は
不
要

＊
利
率
等
は
見
直
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
は
商
工
会
ま
で
―

和
光
０
　
代
表
取
締
役

溝
口
　
和
政
さ
ん
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代表取締役

篠原 統 氏

新
宮
町
商
工
会
に
は
ホ
ン
ト
ー
に
ス
ゴ
イ
企
業

が
沢
山
加
入
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
…
と
い
う
コ
ト

を
も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

想
い
か
ら
今
回
よ
り
、
日
本
に
、
世
界
に
誇
れ
る

企
業
様
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
１

回
目
の
登
場
は
新
宮
町
上
府
に
本
社
を
持
つ

『第

一

施
設
工
業
蠅

（代
表
取
締
役
　
篠
原
統
と
様
で
す
。

創
業
は
１
９
６
７
年
、
業
務
用
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

設
計
か
ら
製
造
、
施
行
ま
で
幅
広
く
手
が
け
ま
す
。

も
と
も
と
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
据
付
と
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
業
務
を
請
け
負

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
あ
る
依

頼
主
か
ら
の
下
請
け
に
対
す
る
屈
辱
的
な
対
応
が

き
っ
か
け
と
な
り

「他
を
も
っ
て
替
え
が
た
い
人
と

企
業
を
目
指
す
」
こ
と
を
基
本
理
念
に
メ
ー
カ
ー
ヘ

の
道
を
目
指
し
ま
す
。
８８
年
に
「
ハ
イ
リ
フ
タ
ー
（高

速
リ
フ
ト
と

を
独
自
開
発
し
国
内
の
名
だ
た
る
家

電
メ
ー
カ
ー
に
評
判
と
な
り
、
９‐
年
に
開
発
し
た

主
力
製
品

「
ク
リ
フ
タ
ー
」
（無
塵
搬
送
昇
降
機
）

は
国
内
だ
け
で
な
く
海
外
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
か

ら
も
注
目
を
集
め
、
今
で
は
世
界
の
工
業
生
産
の
ハ

ブ
で
あ
る
ア
ジ
ア
で
、
実
に
９０
％
も
の
シ
ェ
ア
を
占

め
る
ま
で
に
成
長
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
年
か
ら
は
新
開
発
し
た
液
晶
テ
レ
ビ

の
画
面
な
ど
に
用
い
る
大
型
ガ
ラ
ス
基
板
を
運
ぶ

「
マ
ジ
ッ
ク
ム
ー
ブ
」
を
本
格
販
売
。
こ
ち
ら
は
ロ
ー

ラ
ー
式
コ
ン
ベ
ヤ
ー
に
ガ
ラ
ス
を
載
せ
る
と
表
面
に

キ
ズ
が
入
る
と
い
う
弱
点
を
、
下
部
か
ら
吹
き
出

す
空
気
の
力
で
パ
ネ
ル
を
わ
ず
か
に
浮
か
せ
る
と
い

う
画
期
的
な
技
術
で
克
服
し
た
商
品
で
、
不
良
品

の
発
生
を
抑
え
運
搬
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
効
率
的
な

生
産
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

驚
く
の
は
製
品
の
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
篠
原

社
長
が
強
調
す
る
の
は

「人
材
」
の
重
要
性
。
国

内
外
で
も
同
じ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
す
る
た
め
中

国

。
韓
国

。
台
湾
の

人
間
を
何
人
も
社
員

と
し
て
一雇
っ
て
い
ま

す
。
中
小
企
業
で
あ
っ

て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化

を
目
指
し
社
員
の
３

分
の
１
が
外
国
人
と

い
う
水
準
ま
で
採
用

を
進
め
る
予
定
。
こ

れ
も
経
営
理
念
の
「他

を
も

つ
て
替
え
が
た

い
」
の
表
れ
で
し
ょ

ヽ^「′。こ
れ
か
ら
の
本
格

的
な
海
外
販
売
網
の

構
築
の
た
め
三
菱
商

事
と
組
み
、
台
湾
や

韓
国
な
ど
の
パ
ネ
ル

大
手

へ
の
供
給
を
狙

う
ほ
か
、
次
世
代
液

晶
パ
ネ
ル
向
け
搬
送

装
置
の
開
発
で
も
協

力
を
受
け
て
い
く
な

ど
、
ま
す
ま
す
期
待

が
膨
ら
む
企
業
で
す
。

新
聞

・
Ｔ
Ｖ
等
で
ご
存
知
の
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
天
ぷ
ら
や
揚
げ
物
な
ど
に
使
っ
た

廃
食
油
を
精
製
し
Ｂ
Ｄ
Ｆ

（バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
）
と
い
う
軽
油
代
替
燃
料
を
作
る
試

み
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

西
田
商
運
閉

（関
連
会
社
の
同
ヘ
リ
オ
ス
は

商
工
会
会
員
で
す
）
の
西
田
真
寿
美
社
長
は

廃
食
用
油
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
九
州
地
区
地

域
協
議
会
の
会
長
も
務
め
環
境
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
二
酸
化
炭
素
の
排

出
量
が
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
と
い
う
特
徴
を
持
ち
ま
す
。
デ
イ
ー
ゼ

ル
車
の
、
黒
い
す
す
を
出
し
て
大
気
汚
染
を
す

る
イ
メ
ー
ジ
を

一
掃
す
る
画
期
的
技
術
で
す
。

我
が
新
宮
町
で
は
各
分
別
収
集
開
場
に
て

使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
を
回
収
し
て
い
ま
す

（回
覧
等
で
各
ご
家
庭
に
は
広
報
し
て
あ
る
は

ず
で
す
）。
皆
様
の
小
さ
な
協
力
が
き
っ
と
素

敵
な
未
来
を
作
り
ま
す
。

さ
ぁ
、
循
環
型
社
会
の
実
現
ヘ
ー

一 自社開発製品 一

狡
輌バイオディーゼル燃料製造プラント

‐

＊
編
集
後
記
＊

暑
さ
増
す
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
会
員
の

方
々
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
Ｐ
ま
す

ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。
わ
が
町
、
新
宮
町
も
元
気
盛
ん
で
す
。

沖
田
開
発
、
杜
の
宮
地
区
宅
地
開
発
、
緑
ヶ

浜
国
税
局
跡
地
宅
地
開
発
、
平
成
二
十
二
年

に
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
新
駅
誕
生
で
、
人

口
増
や
新
規
企
業
も
増
え
て
活
力
あ
る
街
が

で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
将
来
的

に
は
、
新
空
港
構
想
も
夢
の
話
で
は
な
い
み

た
い
で
す
。
し
か
し
、
人
口
が
増
え
て
も
天

神
や
博
多
に
行
か
れ
て
は
地
元
企
業
は
潤
い

ま
せ
ん
。
商
工
会
と
会
員

一
同
は
、
と
も
に

知
恵
を
出
し
合
い
元
気
で
魅
力
あ
る
街
に
し

て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

委
員
会

一
同

7月 2日 (水)、そぴあしんぐうにて。携帯電話を経営に

役立てるには!?…皆さん熱心に耳を傾けていましたよ。
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